
重点科目 重点課題 取組 発展的取組

国語
言語能力全般の向
上に有効な国語力
を育成する

・学校図書館と連携して、1年生でビ
ブリオバトルを実施する。
・２、３年生の授業で、時事読み物プ
リントを随時配布する。

・さまざまなテーマに関する小論文の
作成や、評論文の要約への取り組み
を通して、豊かな言語能力をはぐくむ。

地理歴史
公民

「探究の過程」を
踏まえた学習活動
の充実

・社会的な諸事象を実証的に捉え、
生徒自身が地理歴史・公民的な問題
を見いだせる教材の開発
・問題解決の過程において、論理的
に考察する活動を重視した授業を実
施
・大学入学共通テストの問題分析会
を実施

・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり、評価・改善したりしようとす
る態度の評価を取り入れた授業の実
施
・探究の方法やレポートのまとめ方に
ついて学習
・「探究の過程」を踏まえた授業の相
互参観を実施

数学

数学的な見方・考え
方を働かせた数学
的活動を行い数学
を体系的にとらえさ
せる

・数量や図形などに関する基礎的な
概念や原理・法則についての理解を
深める指導
・数学的な表現や処理の仕方を習得
し、事象を数理的に考察し表現する
能力を高める教材開発

・目的に応じて式，表，グラフ等を活用
しつつ，論理的に考え，問題解決の過
程を振り返るなどして統合的・発展的・
体系的に考えさせる授業の実践

理科
「探究の過程」を踏
まえた学習活動の
充実

・自然現象に対する思考力・判断力・
考察力・表現力・情報活用能力を身
に付けさせる観察・実験・探究活動
の実施

・大学での研究レベルの発展的な内
容を含む入試問題を活用した，模擬的
な探究活動の実施

保健体育
豊かなスポーツライ
フをデザインする能
力の育成

・種目について研究し、計画を立て、
リーダーが主体的に練習を進めるグ
ループ学習を実施

・体育的行事では生徒主体で企画運
営を進め、「する、見る、支える」という
スポーツの多様な関わり方を実践

芸術 知識・理解を深めた
芸術活動の充実

・中学段階で知識として身に付けた
内容を活かした自己表現に適した題
材開発
・中学から高校まで4年間の計画的
なカリキュラムの作成
・専門性の高い題材への取組を通し
て生徒の更なる意欲向上を促進

・基礎基本を学んだ先に自己表現を模
索できる自由創作の機会や、題材の
開発
・社会と芸術のつながりを理解し、豊
かにかかわる資質や能力の育成

英語
５領域をさらに育成
させるための指導
改善

・AIを適切に活用し、個別最適な学
習の実現を目指す。
・使用する教材を十分に吟味し、特
に記述問題に対応できるものを選定
する。
・長期休業中に講習を行い、長文、
英文法などの分野、また大学のレベ
ル別の講座を展開する。

・１年生でグループ・プレゼンテーショ
ン、２年生でディベート、３年生でパブ
リック・スピーチとターゲットとなる言語
活動を設定し、活動的な授業を行う。
・GE-NET EEの検定補助を活用し、ケ
ンブリッジ英検を受検し、グローバル・
スケールでの評価を指導に活用する。

情報
情報や情報技術な
どを学び、自己の
学習・進路・生活に
役立たせる

・情報Ⅰの学習において座学と実習
を平行して行い、実践的な能力を身
に付けるように授業を工夫する。

・長期休みなどに講座や補講を開設
し、プログラムの作成や授業で取り上
げなかったアプリケーションの使い方、
情報機器の使い方等を身に付けさせ
る。

家庭
主体的に行動する
力を養い、社会で
活躍するための基
礎力を身に付ける

・実践的・体験的な学習を中心に、主
体的に考え行動する活動を多く取り
入れる。また、広く社会に目を向け、
様々な学習と関連させながら環境や
社会問題について意識する機会を増
やす。

・長期休業期間に「ホームプロジェク
ト」として、自ら設定した課題について
主体的に研究・実践活動を行い、成果
をまとめ報告させる。
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